
改

正

後

改

正

前

（
道
路
研
究
官
）

（
道
路
研
究
官
）

第
四
十
五
条

道
路
交
通
研
究
部
に
、
道
路
研
究
官
一
人
を
置
く
。

第
四
十
五
条

道
路
交
通
研
究
部
に
、
道
路
研
究
官
一
人
を
置
く
。

２

道
路
研
究
官
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
整
理
す
る
。

２

道
路
研
究
官
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
整
理
す
る
。

一

道
路
交
通
研
究
部
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
道
路
に
関
す
る
調
査
、
試
験
、
研
究
及
び
開
発
並
び
に
技
術
の

指
導
に
関
す
る
こ
と（
道
路
防
災
研
究
官
及
び
道
路
情
報
高
度
化
研
究
官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

一

道
路
交
通
研
究
部
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
道
路
に
関
す
る
調
査
、
試
験
、
研
究
及
び
開
発
並
び
に
技
術
の

指
導
に
関
す
る
こ
と
（
道
路
情
報
研
究
官
及
び
道
路
防
災
研
究
官
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

二

（
略
）

二

（
略
）

（
道
路
情
報
高
度
化
研
究
官
）

第
四
十
五
条
の
三

道
路
交
通
研
究
部
に
、
道
路
情
報
高
度
化
研
究
官
一
人
を
置
く
。

（
新
設
）

２

道
路
情
報
高
度
化
研
究
官
は
、
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
及
び
情
報
化
に
関
す
る
調
査
、
試
験
、
研
究

及
び
開
発
並
び
に
技
術
の
指
導
に
関
す
る
事
務
を
整
理
す
る
。

（
道
路
構
造
物
機
能
復
旧
研
究
官
）

第
四
十
九
条
の
四

道
路
構
造
物
研
究
部
に
、
道
路
構
造
物
機
能
復
旧
研
究
官
一
人
を
置
く
。

（
新
設
）

２

道
路
構
造
物
機
能
復
旧
研
究
官
は
、
地
震
、
津
波
等
に
よ
る
災
害
又
は
老
朽
に
よ
り
不
具
合
が
発
生
し
た
道

路
構
造
物
の
機
能
の
復
旧
及
び
確
保
に
関
す
る
調
査
、
試
験
、
研
究
及
び
開
発
並
び
に
技
術
の
指
導
に
関
す
る

事
務
を
整
理
す
る
。

（
道
路
構
造
物
研
究
部
に
置
く
室
）

（
道
路
構
造
物
研
究
部
に
置
く
室
）

第
四
十
九
条
の
五

（
略
）

第
四
十
九
条
の
四

（
略
）

（
橋
梁
研
究
室
の
所
掌
事
務
）

（
橋
梁
研
究
室
の
所
掌
事
務
）

第
四
十
九
条
の
六

（
略
）

第
四
十
九
条
の
五

（
略
）

（
構
造
・
基
礎
研
究
室
の
所
掌
事
務
）

（
構
造
・
基
礎
研
究
室
の
所
掌
事
務
）

第
四
十
九
条
の
七

（
略
）

第
四
十
九
条
の
六

（
略
）

（
道
路
基
盤
研
究
室
の
所
掌
事
務
）

（
道
路
基
盤
研
究
室
の
所
掌
事
務
）

第
四
十
九
条
の
八

（
略
）

第
四
十
九
条
の
七

（
略
）

（
道
路
地
震
防
災
研
究
室
の
所
掌
事
務
）

（
道
路
地
震
防
災
研
究
室
の
所
掌
事
務
）

第
四
十
九
条
の
九

（
略
）

第
四
十
九
条
の
八

（
略
）

（
建
築
環
境
新
技
術
研
究
官
）

第
五
十
六
条
の
二

住
宅
研
究
部
に
、
建
築
環
境
新
技
術
研
究
官
一
人
を
置
く
。

（
新
設
）

２

建
築
環
境
新
技
術
研
究
官
は
、
住
宅
研
究
部
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
建
築
物
に
係
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の

合
理
化
に
係
る
新
技
術
に
関
す
る
調
査
、
試
験
、
研
究
及
び
開
発
並
び
に
技
術
の
指
導
に
関
す
る
事
務
を
整
理

す
る
。

（
住
宅
性
能
研
究
官
）

（
住
宅
性
能
研
究
官
）

第
五
十
六
条
の
三

（
略
）

第
五
十
六
条
の
二

（
略
）

（
住
宅
情
報
シ
ス
テ
ム
研
究
官
）

（
住
宅
情
報
シ
ス
テ
ム
研
究
官
）

第
五
十
六
条
の
四

（
略
）

第
五
十
六
条
の
三

（
略
）

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
〇
国
土
交
通
省
令
第
二
十
一
号

国
土
交
通
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）
第
百
九
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

斉
藤

鉄
夫

国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
国
土
交
通
省
令
第
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲

げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る

も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。


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